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こうした質問は、担任をしていたときにはよく保護者から聞かれました。しかし残念ながら、一律にこう

したらできるというマニュアルのようなものはないと答えてきました。結局のところ、子ども自身の心に火

がつかない限り、「やらされ感」は無くならず、家庭学習の意義は薄れてしまいます。 

子どもにとっては学校で６時間授業をして、家に帰ってきてまで勉強するというのは正直「面倒くさい」も

のであるかもしれません。やらねばならないという意識はあっても、それが一気に短時間で終わらせられな

いとわかれば、「無理だ」「無駄だ」という見通しになってしまう。そしてゲーム、スマホへ現実逃避…。ま

た、今やろうとしていた矢先に「まだやってなかったの？」「早くやりなさい！」と言われて、途端にやる気

を無くしたという経験はだれもが一度はあるのではないでしょうか。「せっかく今やろうとしていたのに…」

「だからやる気無くすんだよな！」こんな会話が聞こえてきそうです。 

人間の脳は、もともと「楽」をしたがる性質を持っていると言われます。「楽」というか現状を維持しよう

とする性質のようです。そしてそれこそが生命を安定的に維持できている結果でもあるようです。何事にも

たいてい良い面と悪い面があるものですが、いくら「脳」とはいえ、「楽」ばかりしていてはいけません。私

自身、この「楽」をしたがる「脳」の性質に打ち勝った記憶があります。忘れもしない中３の三者面談での

出来事（R5の学校だより１月号で記載済み）。あの「教師になる」と決意した瞬間、母親に対し「これから

は勉強しなさいって絶対に言わないでくれ！もう言われなくてもするんだから！」と言いきりました。いわ

ゆる心に火がついた状態です。（母は本当に言ってきませんでした） 

今の自分には、仕事に対して「やらされ感」は全くありません。正直「教師になる」と決意したあの１５

才のころと意識はほとんど変わらないと思います。そしていつも「勉強しよう」というよりは「挑戦しよう」

と思っています。何かに挑戦しようとすると、自ずとそれに立ち向かうための勉強（様々な学び）が必要に

なります。暗記して知識も得ますし、実際に身体を動かして技術を高めたりします。本もたくさん読みます

し、研修会に出かけたりもします。そして挑戦するときは、失敗するかもしれないと正直いつもドキドキし

ています。でも挑戦しなければ成長しない。「迷ったときは自分にとって厳しいと思うほうの道を選んでみ

ろ！」と亡き父から今でも言われているような気になります。 

「先生はテストに出るから覚えなさい！と言う。だが、そうして覚えてテストで〇（マル）をもらった知

識というのは本当の学力と言えるだろうか」という議論もあります。本当の学力かどうかは別として、何か

資格を得るときには暗記（記憶する能力）も必要ですし、生きていく上では当然ながら重要な力だと思いま

す。ただ欲を言えば、覚えることが自分にとって真に必要なものであり、将来役に立つものと思いながら勉

強できた方がいい。そしてその知識を体験的に扱う場面が豊富でありたい。大人たちは、「教える」という上

「どうやったら子どもが家で勉強するようになりますか？」  校長  大友 貴代 

＜学校教育目標＞ 
 ◯進んで考え実行し、喜びと誇りを持とう 
 ◯思いやりの心を持ち、責任を重んじよう 
 ◯丈夫な身体と明るく素直な心を持とう 

＜重点教育目標＞ 

「自律力」の進化 
 



 

 

昨年に引き続き、浜分こども園の園児が「手作りの合

格祈願のお守り」を 3年生にプレゼントするために、学

校に来てくれました。3年生は学年全体で感謝の気持ち

を表すために、『ヒーローショー』で園児たちにお返しの

プレゼント。3年生にとっては、この後の受験に向けて、

大きな力となったことと思います。勉強一色のシーズン

の合間に心温まるいい時間が流れました。ありがとう。 

から目線ではなく、「子どもが覚えるのを助けよう」という発想で子どもたちに関わっていってはどうだろ

うか。そして、「〇〇やりなさい」だけではなく、どうしたら子どもたちの心に火をつけられるのか…先生も

親も子どもたち自身も一緒になって、そのヒントやきっかけを探ることの方にこそ、全力を注いでいきたい

ものだなと思うのです。 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

令和６年度「絆づくりメッセージコンクール」 
 

ポスター・メッセージ 個人部門  

中学生の部  １年 C 組 吉 田 実 央 
 
ことば・メッセージ  団体部門  

中学生の部  ２年Ａ組  

「いじめ０％スマイル 100％」 

 

         弥生
や よ い

  March 

日(曜) 《主な行事等》 

４日（火） 公立高校学力検査日 

５日（水） 公立高校面接試験日 

６日（木）  

７日（金） １・２年拡大代議員会 

１２日（水） 卒業式総練習 

１４日（金） 

１７日（月） 公立高校合格発表日 

２０日（木） 春分の日 

２４日（月） 修了式 離任式 

２５日（火） 学年末休業（～4/6） 
 


